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6． 反強磁性量子 ス ピ ン 系の 長距離秩序

高　橋　宏　樹

　 最近発見 され た高温超伝導の 発現機構が 、 その 磁気的【生質に関係 して い る可 能性が 指摘 さ

れて 以 来、
2 次元量子反強磁性 Heisenberg　Model に興 味が集 まる よ うに なっ た 。 特 に 、 反

強磁性量子 ス ピン 系 におい て
、 低温ある い は絶対零度で

、 長距離秩序 （LRO ）が存在するか

どうかは 、 興味深い 問題 で ある 。

　量子ス ピ ン 系の LRO の 存在 を厳密 に扱 っ た例 が 、 「Mermin 　
一
　Wagner 　Theorem 」で 、 そ こ

で は短距離相互 作用 を もつ ス ピ ン 系 は 、 1 次元 また は 2次元 で は 、 有限温 度で LRO が
“
存

在 しない
”

こ とが証明 されて い る 。

一
方 、 LRO が

“
存在する

”
こ とを厳密 に証明する方法 と

して 、 F．　 Dyson　et　al が導入 した 、 「Infrared　Bounds 　Method」が ある 。 しか しこ の 方法 は 、

格子の形や相互 作用 に対す る制限が厳 し く、 例 えば 、 強磁性の 系は扱 えない
。

　 こ の 「lnfrared　 Bounds　Method」 を用 い て 、 様々 な 反強磁性量子 ス ピ ン 系 の LRO の 存在

に つ い て 議 論 されて い る が、本研究で は 、
ソ 次元 hyper　cubic 　lattice上の 相互作用 が実空 間

で異方性 を もつ 反 強磁 性 Heisenberg　Model
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で 、格子 の 次元 と LRO の 存在 との 関係 を調べ た 。 そ の結果 と して 、 1次 元性 が強 く （ηが

大 きく）な っ て も、 LRO は存在 し得 る し、 3 次 元 で 、 η　
＝・Oの と きは TN ＝ 0だ が、 ηが 少

しで も有限 に な る と、有限温度で LRO が 現 わ れ て急激に TN が 増大 す る こ とが わ か っ た 。

また最 も注 目さ れ て い る 、
2 次元正 方格子上 の S ＝ 麦 反強磁性 Heisenberg　Model の LRO の

存在 につ い て の 議 論 も加 えたい 。
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